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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞

· 院内研修「精神保健福祉の最近の動向」について（2日目）17：30～メンタルケア病棟４階で行われます。参加できる方は出席するようにしてください。

· 8/1より処方処置板、予測指示箋、処方中止指示箋、外出・泊許可書が変更になります。各自、目を通して把握して下さい。

· 口腔ケア担当～口腔衛生状態評価6・7月分を評価し、今月末までに佐々木Nsもしく

　　　はスバベイNsへ提出して下さい。

· 月末となりましたので、ショーットカットフォルダにある「南病棟面会状況」に7月分の面会・外出状況を入力していきましょう。また、ご家族へ盆外出・泊の確認ができていない方が数名いますので、引き続き電話連絡など行っていきましょう。

· ８／１までに受け持ち患者様のカルテチェック行い、外してBOXに入れて置くようにして下さい。担当者同士で協力し、行っていきましょう。

· 総務の番号が「601」へ変更になっています。

· 納涼会に参加するスタッフでまだ会費を払っていない人は早めに行事委員までお支払い下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 中村　マス様～夜間不眠、奇異行動、まとまり・落ち着きの無さ見られています。本日、主治医へ情報提供行っています。服薬変更はせず、様子をみるようにとの指示が出ています。

· 上田　正男様～鼻汁、咳嗽の訴えありPL3、0ｇ　3×ndE　２日分処方となっていま

　　　　　　　　　す。風邪症状の観察を行っていきましょう。

· 鈴木　サダ様～昨日御家族が来院した際、８月中に外泊を予定しており、その際床屋にも連れて行くので、病院内の床屋は利用させないで下さいとの事です。

· 紫葉　雪雄様～介護認定調査行っています。その際、奥様より調査員の方へ施設入所したいと話されていました。奥様へ介護保険証が届くのは１ヵ月後位で、届き次第持参して頂く様に伝えています。

履き物は、次回面会時に持ってきて頂く事になっています。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

・工藤　豊様　Ｎｓ…服薬追加により、常にテーブルに伏せてぐったりしており、食事も1/2程度しか摂取できていない。

　　　　　　　Ｄｒ…本日夕方より服薬調整してみます。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・鈴木　サダ様～本人と話し合い、15：00に白せんべい1枚とコーヒー1杯となっていますが、時間外・増量の嗜好品要求が多くなってきています。訴えがあった際は、その都度、時間や量などの説明をしていきましょう。
また、ウォーキングの時間になっても取り組もうとしない事があります。

自分自身に必要である事、体重に関心を持って頂けるよう関わっていきましょう。自主的にウォーキングができている際は、評価をし本人の意欲を高めていきましょう。

・和田　敦子様～家族の差し入れと売店購入などで、おやつがたくさんあります。買い物についたスタッフは確認してから購入してもらうようにして下さい。

＜業務連絡（入浴）＞

今まで洗髪用にエッセンシャルを使用していましたが、フケや臭いがとれないなど問題が多いことから、メリットへ変更していきます。

洗身用にビオレを使用していましたが、湿疹の改善が見られない為、中川原様や丸谷様を対象に固形石鹸など弱い物に変更していきます。入浴についた人は皮膚状態の確認お願いします。また、カードが無い人は御家族に買ってきてもらうようにして下さい。

＜7/29（水）生活機能回復訓練報告・検討＞

· 高森　清八様～環境整備にこだわりがあり、あるべき物がそこに無いと、物や人を移　　

動することがあります。特に、三浦ツマ様への固執があり、車椅子を押して定位置に移動しようとすることがあり、危険も伴うので、適宜介入していきましょう。

· 島脇　てる様～難聴により、集団プログラム参加は見学のみの参加状況ですが、個別

　で関わる事により、良い反応が返ってくることがあります。なるべく声を掛け、良い反応を引き出せるよう関わっていきましょう。

· 井上　健次様～在宅での生活は車椅子がメインですので、実用的な歩行の獲得という

訳ではありませんが、個別での歩行練習により、現在の歩行能力と下肢筋力の維持を図ります。夕方の不穏時に少し歩いてみるのも気分転換に繋がるのではないかと考えます。後方に重心があるので、後方への転倒に注意し、片手手摺りで片脇介助又は手つなぎだと安定しますので、介入していきましょう。







